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１．まえがき 

私たちは最初、Android のスマホで便利

な対話型 AI アプリを制作しようとした。 

しかし、途中で断念しリクルートの A3RT

を利用した AI を制作することにした。 

 

２．原理 

①AI への問いを記入 

②送信ボタンを押すと問いが AI のサーバ

ーに送信される。 

③問いに対して AI が返答し、その返答を

受信する。 

④AI の返答を棒読みちゃんで読み上げ

る。 

といったプログラムである。（図１） 

 

図１ AI 画面 

 

 

図２ Q&A 

 

３．研究内容 

（１）Post and Get 

・Post の動作 

AI への問いを投げかけるプログラム

を図３に示す。 

 

図３ Post プログラム 

 

・Get の動作 

AI からの返答を受信し、表示するプ

ログラムを図４に示す。 

 

図４ Get プログラム 

 

この Post and Get は AI との会話を行うた 

めのプログラムであり、今回の研究の難関

だった。 

 

 

（２）起動・終了プロセス 

 AI の返答を読み上げる「棒読みちゃ

ん」の起動と終了を行う。 

 



・起動 

 アプリ実行時に同時に棒読みちゃんを起

動するプログラムを図５に示す。 

 
図５ 起動プロセス 

・終了 

Close ボタンを押した時にプログラムの 

終了と棒読みちゃんを終了させるプログラ

ムを図６に示す。 

 

図６ 終了プロセス 

 

起動・終了のプログラムは２年時の課題研 

究で作っており、今回の研究でこのプログ 

ラム使うことで起動や終了がかなり楽にな 

った。 

 

（３）棒読みちゃんで AI を喋らせるよう

にプログラムする。 

①専用の場所を作って visualstudio でも

使えるようにする。 

 

棒読みちゃんで喋らせるためにまず棒

読みちゃん専用の class を作り

visualstudio の Font とプログラムで連

動させた。 

 

②AI の喋ったことを棒読みちゃんで声に

出させる。 

AI の返答をクリップボードに保存し、

棒読みちゃんの処理対象文字列にペース

トさせるプログラムを作った。（図７） 

 

 

図７ 

 

４．まとめ 

今回の研究は、初めて試みた事ばかりで

なく、自分が経験した事も多く活用して作

ることができたと思う。しかし、AI の返

答が正確ではなかったので、その点は改善

の余地ありとなった。 

 

５．あとがき 

 今回はリクルートの A3RT を使った対話

型 AI を制作した。プログラムのミスや、

棒読みちゃんの読ませ方に少し詰まったが

完成形にできてよかったと思う。（横田） 

 

 今回の研究は、初の二人がかりでの作業

だったが、相方との連携が甘く作業バラン

スが悪くなってしまった。チームなどでの

開発の機会は今後もあると思うので、次の

機会ではしっかり計画を練り、バランスの

よい分担ができるようにしたい。（藤原） 
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